
 

 

令和３年１２月定例会 

一 般 質 問 
 

１ 重 信 好 範 

     ２ 伊 藤 芳 則 

     ３ 藤 井 憲一郎 

４ 小 田 伸 次 

５ 藤 岡 一 弘 

６ 掛 田 勝 彦 
７  横 光 春 市 

８ 齊 木   亨 
      ９ 竹 原 孝 剛 

10 新 田 真 一 

11 保 実   治 

12 山 村 惠美子 

13 黒 木 靖 治 

 

 

 

 



① 重 信 好 範（市民の声） 
 

１ 市職員の意識改革と人材育成について 

⑴ 市職員の市民への窓口対応について 

⑵ 行政サービスについて 

 ⑶ 市職員の意識改革に対する研修の取組状況について 

 ⑷ 市職員の人材育成について 

 ⑸ 人事異動について 

 

２ 女子野球タウン認定後の取組について 

⑴ 「女子野球タウン」申請の経緯と目的について 

 ⑵ 認定後並びに調印式後の取組について 

 ⑶ 課題や効果について 

 ⑷ 廿日市市との連携について 

 ⑸ 市長の決意について 

 

３ コロナ禍における生理の貧困について 

 ⑴ 生理用品の配布状況について 

 ⑵ 児童・生徒の生理の貧困対策について 

 

４ コロナ禍における保育所での３才児以上のマスクの着用について 

 ⑴ 保護者への説明について 

 ⑵ 幼児へのマスク着用の影響について 

 

 

 



② 伊 藤 芳 則 （日本共産党） 
 

 

１ 持続的農業をするための施策について 

 ⑴ 食料自給率の向上についてどのように考えるのか 

 ⑵ 家族農業で持続的農業を守るための支援について 

 ⑶ 米価下落による所得の減少に対し農家への補償が必要ではないか 

 ⑷ 鳥獣被害対策の強化について 

 

２ 新学校給食調理場の進捗状況について 

 ⑴ 地元食材の活用のための体制づくりはどこまで進んでいるのか 

 ⑵ 給食費無償化の考えはないのか 

 

３ 保育所の統廃合について 

 ⑴ 保育所が地域に果たしている役割について 

 ⑵ 保育所規模適正化基本方針による統廃合計画について 

 ⑶ 河内保育所の統合について 

 

４ 国民健康保険税について 

 ⑴ 国民健康保険税の軽減について 

 ⑵ １８歳以下の「均等割」を軽減する考えはないか 

 

 

 



③ 藤 井 憲一郎 （ともえ） 
 

 

１ スポーツのまちみよし応援事業について 

⑴ 女性のスポーツ推進に取り組むとあるが，第７回女子硬式野球西日

本大会を終えて問題点をどのように分析しているのか 

 

⑵ 審判員の高齢化について 

 

 

２ 休日夜間急患センター運営事業について 

 ⑴ 患者数が減る中で，今後の方針は 

 

 ⑵ 三次市医師育成奨学金制度の状況について 

 

 

３ 高齢者福祉について 

 ⑴ 三次市社会福祉協議会の指定管理施設である，グループホームみら 

さかについて 

 

 

 

 

 



④ 小 田 伸 次 （ともえ） 

 

 

１ 経済活性化対策について 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症問題が与えた本市への影響について 

 ⑵ 今後の経済活性化に向けた施策・政策について 

 

 

 

２ 新・防災施設について 

 ⑴ 県から購入予定の土地の状況と利用方法について 

 

 

 

３ 市立三次中央病院建替え計画について 

 ⑴ 現在の状況について 

 ⑵ 年次計画（ロードマップ）はどのように考えているのか 

 ⑶ 診療科目の変更について 

 ⑷ ロボット手術（ダヴィンチ）などを配置したハイブリッドオペ室に 

  ついて 

 
 

 

 



⑤ 藤 岡 一 弘 （明日への風） 
 

 

１ 三次の農業について 

 ⑴ 令和３年度の米価下落について 

 

 

２ 三次の医療について 

⑴ 市立三次中央病院の建替えについて 

 

⑵ がん患者の生活の質の向上について 

 

 

３ 三次市の東京２０２０オリンピック・パラリンピックへの取組につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    ⑥ 掛 田 勝 彦 （明日への風） 

 

 

１ 女子野球タウン認定事業について 

⑴ 女子野球と地域活性化について 

 

 

２ 持続可能な地域公共交通について 

⑴ 今後の三次市民バス等のあり方について 

 

 

３ 持続可能な森林資源の管理について 

 ⑴ 森林資源のマネジメントの必要性について 

 

 

４ 持続可能な消防団のあり方について 

⑴ 消防団員の処遇改善について 

 

 

 

 

 

 

 



   ⑦ 横 光 春 市 （真正会） 

 

 

１ 三次市の財政と予算管理について 

⑴ 予算管理について 

 

 

⑵ 三次市長期財政運営計画について 

 

 

 

２ 三次市観光戦略について 

 ⑴ 観光戦略の方向性について 

 

 

 ⑵ めざすべき観光推進体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑧ 齊 木   亨 （真正会） 
 

 

１ 三次市の経済対策について 

⑴ アフターコロナの経済対策について 

⑵ 市内大型商業施設の閉館及び建替えについて 

 

 

２ 酪農業の現状について 

 ⑴ 堆肥の利用状況の改善について 

 ⑵ みどりの食料システム戦略について 

 

 

３ 三次市観光戦略について 

 ⑴ 地域で企画されるツアーについて 

 ⑵ 三次市観光戦略について 

 

 

４ 三次市過疎地域持続的発展計画について 

 ⑴ 本市におけるこの計画の役割について 

 ⑵ 過疎地域への市税軽減措置について 

 

 

 



⑨ 竹 原 孝 剛 （会派 未来） 
 

 

１ 世界人権宣言７０周年・ＳＤＧs（※１）達成の取組について 

⑴ 周知の取組について 

⑵ ジェンダー平等（※２）の取組について 

 ⑶ 生活困窮と支援について 

 

 

２ 若者支援策の拡充について 

⑴ 若者の現状と課題について 

 

 

３ 河内保育所統合問題について 

 ⑴ 現状と課題について 

 

 

※１ SDGs（エスディージーズ）とは，「Sustainable Development Goals 

（サスティナブル・デベロップメント・ゴールズ）」の頭文字をとった造語で， 

国連が２０１５年に定めた２０３０年までに達成を決めた持続可能な開発目標 

１７のことで，１９３カ国が参加している。 

 

※２ 「ジェンダー平等」とは，ひとりひとりの人間が，性別にかかわらず，平等 

に責任や権利や機会を分かちあい，あらゆる物事を一緒に決めることができる 

ことを意味している。  

 

 

 



⑩ 新 田 真 一 （会派 未来） 
 

 

１ 高校新卒者の地元への就職について 

⑴ 就労支援のための取組の現状と課題について 

 

⑵ 地元高校からの就職の実情について 

 

 ⑶ 地元に就職した新卒者への取組について 

 

 

２ 小中一貫教育について 

⑴ 小中一貫教育の１０年を振り返っての成果と課題について 

 

⑵ 今後の小中一貫教育の課題について 

    

 

 

 

 

 

 

 

 



⑪ 保 実   治 （清友会） 

 

 

１ 人獣共通感染症とまちづくりについて 

⑴ 市長の考え方は 

 

⑵ 水道蛇口の変更状況について 

 

 

２ 小・中学校の支援体制について 

⑴ 通級指導教室の現状と今後の取組について 

 

⑵ 不登校支援の取組について 

 

 

３ 有害鳥獣駆除について 

 ⑴ 現状と今後の取組について 

 

 ⑵ 野生イノシシの豚熱等感染状況調査と鳥インフルエンザ対策の取 

組について 

 

 

 

 



⑫ 山 村 惠美子 （清友会） 

 

 

１ 市立三次中央病院の医療体制について 

⑴ 感染症対策を踏まえた医療の充実について 

 

⑵ 中核病院としての医療体制について 

 

 

２ 障害児支援について 

⑴ 障害児保育事業について 

 

 

３ 防災について 

⑴ 障害のある児童・生徒の安全確保について 

 

⑵ 防災教育について 

 

 

４ 森林環境譲与税について 

⑴   森林経営管理事業について 

 

 

 



⑬ 黒 木 靖 治 （公明党） 

 

 

１ 農業者支援について 

⑴ 米農家支援について 

⑵ 資材購入助成について 

 ⑶ 農家と働き手をつなぐアプリ導入について 

 

２ 医療的ケア児支援について 

⑴ 医療的ケア児保育支援事業について 

⑵ 医療的ケア児在宅レスパイト事業（※１）について 

 ⑶ その他の支援について 

 

３ 学校教育について 

 ⑴ インクルーシブ教育（※２）について 

 ⑵ マルチメディアデイジー（※３）教科書導入について 

 

４ 保育所の入所について 

 

※１ レスパイト事業とは，在宅で生活している医療的ケア児の健康の保持と保護 

者等の介護負担の軽減（レスパイト）を図ることを目的として，自宅に看護師・ 

准看護師を派遣し，保護者等が行っている医療的ケア等を一定時間代替する事 

業のこと。 

※２ インクルーシブ教育とは，人間の多様性の尊重等を強化し，障害者が精神的 

および身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ，自由な社会に効果的に 

参加することを可能にするという目的の下，障害のある者と障害のない者が共 

に学ぶ仕組み。 

※３ マルチメディアデイジーとは，視覚に障害のある方はもちろん，加齢などに 

より文字が見えにくい方，発達障害のある方など活字による読書が困難な方に 

対し，文字や音声，画像を同時に再生できるデジタル録音図書のこと。  


